
令和３年７月１３日 

大阪府小学生バレーボール連盟 

関係指導者 様 

大阪府小学生バレーボール連盟 

会 長  山崎 敦久 

理事長  森川 英佳 

今後の活動について 

 

 平素は、当連盟の活動にご尽力いただきありがとうございます。 

久しぶりに子どもたちの生き生きとしたプレーを目の当たりにして、本当に元気をもら

いました。まだ今大会も半分を終わったところですが、なんとか開催できたことに大きな

喜びを感じています。皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。 

 さて、11日以降も「まん延防止等重点措置」が継続されることになり、今後の活動をど

うしたらいいのか心配されている方もたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。12日

以降の活動についてお知らせしますので、よく読んでいただき、安全に活動していただけ

るようお願いいたします。 

 

１）他チームとの交流について 

   7 月 12日より、大阪府内の他チームとの交流を認める。ただし、これまでと同様 

感染防止策は十分に講じること。以下の点には特に留意してください。 

①大人数、長時間にわたる活動にならない。 

②保護者と十分に協議し、同意を得た上で活動する。 

③参加しない選手に不利益がないように留意する。 

＊「他チームとの交流は自粛」という措置から今回の緩和に至ったのは、まだ練習会 

場が確保できないチームがなんとか活動できるようにしたいという考えからである 

ことをご理解ください。 

また、感染状況が著しく悪化した場合は、再度交流の自粛をお願いする場合があ 

りますので、その旨ご了承ください。 

 

２）他府県のチームとの交流について 

   先日お伝えしました近畿小学生バレーボール 連盟が決定した方針は 12日より取り 

  消しになります。12日より、近畿では大阪府のみが「まん延防止等重点措置」が継続 

されます。大阪府以外のチームは府県をまたいでの交流を、各チームの責任のもとで 

行ってもよいことになります。ただし、大阪府については他府県のチームとの交流は 

自粛するようにしてください。    

以上、まだまだ我慢の続く内容のお知らせになってしまいますが、現在の大阪府の 

  現状をご理解いただいた上でご協力いただきますようお願いいたします。 


